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福島県と日本防災士会福島県支部との

防災に係る相互協力に関する協定書  ・

福  島  県

日本防災士会福島県支部



福島県と日本防災士会福島県支部との防災に係る相互協力に関する協定書

福島県 (以下 「甲」という。)と 日本防災士会福島県支部 (以下「乙」という。)と は、防災士の有

する専門的知識、技能、経験等を活用して乙が行う協力に関し、協定を締結する。

(目 的)

第 1条 この協定は、平常時及び大規模災害 (以下 「災害等」という。)が発生した場合における乙の

協力について、必要な事項を定めるものとする。

(要請)

第 2条 甲は、福島県内に災害等が発生し、又は災害等が発生するおそれがある場合において、協力を
要請する必要があると認めるときは、乙に対し、協力を要請することができるものとする。

2 甲は、平常時、協力を要請する必要があると認めるときは、乙に対し、協力を要請することができ

、  ́ る。
3 甲の要請の方法は、乙に対し、文書により行うものとする。ただし、文書をもつて要請するいとま
がないときは、日頭、電話その他の方法で要請し、事後速やかに文書を送付するものとする。

(平常時の協力)

第 3条 乙は、平常時から、地域住民、地域団体及び防災関係機関との連携に努め、地域防災活動への

指導助言、その他防災意識の啓発活動等を行 うことにより、地域における防災体制の確立に貢献する

ものとする。

また、甲の要請により、乙が甲の主催する避難訓練へ参加する等の協力事項については、甲乙協議

の上、別に年間計画等を定めるものとする。

(災害時の協力)

第 4条 甲は、必要があると認めるときは、次に掲げる事項に係る協力を乙に要請することができるも
のとする。

｀´  (1)災 害時における救助活動への援助
(2)災害時における避難所運営に係る指導及び援助

(3)その他災害時において必要と認められる援助

(実施 )

第 5条 乙は、甲から協力の要請を受けたときは、可能な範囲において協力を行うものとする。
2 乙は、前項の規定により協力を行つた場合は、甲に対し、その状況を文書をもつて報告するものと

する。ただし、緊急を要する場合は、電話等により報告し、事後、文書を送付するものとする。

(経費の負担 )

第 6条 乙がこの協定に基づく甲の要請による協力を行うために要した経費の負担については、甲、乙

が協議して決定するものとする。
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